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研究成果の概要（和文）：「科学の知と文学・芸術の想像力」というテーマのもとに、おもに19世紀後半から20世紀初
めにかけてのドイツ語圏の文学と芸術を再検討することによって、この時代の美的想像力および広く文化的表象に対し
て、発展しつつある科学・学問の新たな発見が果たした役割を具体的に解明することができた。とくに精神医学・心理
学、生理学・医学、生物学の知見が人間の捉え方や描写の仕方あるいは芸術上の理論構成に与えた影響について、所期
の目的通りに確認できた。

研究成果の概要（英文）：Through a re-evaluation of the literature and arts within the culture of 
German-speaking countries in the second half of the 19th century and in the beginning of the 20th century 
the influence of the rapidly growing science on aesthetical imagination was investigated and explicated 
in various fields of academic research. Especially concerning the influence of new theories of 
psychiatry/psychology, physiology/medicine and biology on the understanding and the methods of 
description of humans and theoretical concepts in the arts, the assumptions made in the beginning of the 
project could be confirmed.

研究分野：ドイツ近現代の文学と思想
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究は、平成 21年度から 23年度まで実施
された「陶酔と技術―ドイツ語圏世紀転換期
における文学・芸術史ついての総合的研究
（基盤研究(B)」の成果を受けて立ち上げられ
たものである。前回のプロジェクトの終盤に
おいて、「陶酔」は身体、感覚、精神に対す
る新たな知見や見方と切り離すことができ
ず、また「技術」は学問的基盤を持つがゆえ
に、当時の科学と学問の進展に着目して、そ
れとの関連で、文学、芸術、思想を読み解く
ことの必要性が課題として浮上してきた。 
 
２．研究の目的 
19世紀後半から 20世紀初めのヨーロッパに
おいて目覚ましい発展を遂げた科学・学問が、
時代の前衛的な文学、芸術、思想に及ぼした
影響については、文学史上の自然主義に関し
ては指摘されてきたが、広く時代の文化を視
野に収めた研究は稀であった。本研究は、ジ
ャンルを超えて新たな表現と思想が模索さ
れた世紀転換期のドイツ語圏を対象として、
とりわけ人間の生物性、心的機構、知覚感覚
に関する学問の展開に着目して、この時代の
文学、芸術、思想を再検討しようとする試み
である。 
 
３．研究の方法 
研究会とシンポジウム、講演会の開催を通し
て目的の達成に努める。分担者は専門の近い
他の分担者と頻繁に意見交換を頻繁に行い
つつ、本科研主催の研究会やシンポジウムに
おいて、またそれぞれの所属学会や学内研究
紀要などにおいて本研究テーマとの関連し
た研究成果を発表する。 
 
４．研究成果 
初年度は、7月 21 日に全員による最初の研究
集会を開催し、市野川がヴィルヘルム・グリ
ージンガーの精神医学を紹介しながら 19 世
紀半ばから 20 世紀にいたる医学や生理学と
精神医学との関係について、また鍛治がゴッ
トフリート・ベンの文学と生物学について発
表を行った後、二つの発表をもとに自然科学
の知識と文学・芸術の表現形式および内容と
の時代的平行性、影響関係について議論を交
わし、本プロジェクトの皮切りとした。12 月
には、田中が企画した「ムネモシュネ・アト
ラス展―アビ・ヴァールブルクによるイメー
ジの宇宙」に共催者として協力した。この展
覧会は、古代から同時代に渡るヨーロッパの
記憶の集積を一定のイメージとして構成し
ようとするヴァールブルクによる試みを、今
日に再現してみせた画期的な企画である。ヴ
ァールブルク自身世紀転換期を生きた学者
であったが、彼によって選択されたイメージ
を広く同時代の文化との関連のなかにおい
て検討する機会が与えられ、多くの示唆をえ
ることができた。3月 18 日には石原あえかが
主催して、学外から壇原宏文（北里大学）、

横山千晶（慶應大学）の両氏を招いて、コロ
キウム「医学と芸術―近代皮膚科における教
材と日独学術交流」を開催した。世紀転換期
の衛生学の有り様、病の表象の仕方、ドイツ
からのムラージュの受容と日本のムラージ
ュに見られる独創性など、多様な観点からド
イツとヨーロッパの医学と芸術表現の結び
つきについての斬新な発表と活発な議論を
通して、今日までほとんど顧みられてこなか
った医学標本・病気の表象を巡るヨーロッパ
とドイツ語圏での実情および日本との交流
の様子が明らかにされた。  
 平成25年度は9月17日に来日中のドイツ
のギーセン大学教授ウーヴェ・ヴィルト氏に
よる講演会「黄金の壺 化学と狂気のあいだ
の筆写の場面」を開催し、講演終了後に 19
世紀前半のロマン主義の時代における自然
科学と文学と心の相互関係についての議論
を行った。これによって 19 世紀後半から 20
世紀初頭にかけての心に関する科学が芸術
に対して持った意義を検討する際の前史を
おさえることができた。12月 7日には南山大
学地域研究センター共同研究「19～20 世紀の
ヨーロッパにおける科学と文学との関係」グ
ループ（代表者：真野倫平教授）と共催で東
京大学駒場キャンパスにおいてシンポジウ
ム「科学知の詩学―19～20 世紀のドイツ・フ
ランスにおける科学と文学・芸術」を開催し
た。鍛治、竹峰、石原が発表を行い、他の研
究分担者も司会とコメンテータとして議論
に積極的に参加した。南山大学の研究会メン
バーからは、フランスでの科学と芸術のつな
がりについての発表があり、討論を通じて本
研究課題をヨーロッパ的な脈絡の中に位置
づけ、その重要性を確認することができた。
25 年度の研究課題と関連することとして、心
霊学がドイツとフランスの文学・芸術にとっ
て果たした役割を具体的に指摘できたこと
は大きな成果であった。この催しには学内外
から 50 名を超える参加者があった。3 月 17
日には哲学・科学史研究者である金森修氏を
迎えて講演会「19 世紀ヨーロッパにおける人
工世界の表象―シャルル・バルバラの『ウィ
ティントン少佐』を中心に」を開催した。こ
の講演会においては、フランスの 19 世紀の
小説の詳細な分析によって、文学的想像力に
よる人工的世界の表象が当時の科学技術の
発達をもとにしていた経緯を事細かに知る
ことができただけではなく、自動人形と人間
の特質を比較しつつ、心の問題について有益
な議論がなされた。 
 26 年度は最終年度に当たるため、過去 2年
間で十分に掘り下げられなかったテーマを
中心に研究活動を行った。10 月 18 日にはミ
ュンヘン大学のイザベル・クランツ博士によ
る講演会「言葉のない言語、メディアのない
世界：ノスタルジー的コードとしての花の言
語」を開催し、終了後の討論会で植物学ある
いは植物についての知識が 19世紀と 20世紀
のヨーロッパの文芸と市民文化のなかで果



たした意義を確認した。11月 1日の研究発表
会では、高橋宗五がブレヒトの演劇論と演出
ノートをもとに量子力学の知見との類似性
について論じた。また梶谷真司はヘルマン・
バウジンガーの民俗学を紹介しつつ、生活世
界のなかで科学・技術が民俗化され、民俗が
科学・技術化される様子を幅広い文化現象と
して跡付けた。12 月 6日には長木誠司とヘル
マン・ゴチェフスキが中心となって「物理・
生理・心理 三学を交差する音楽論―19 世紀
から 20 世紀初頭までの科学史をめぐって」
を開催した。音楽と科学の発達との関係は未
検討の分野であったが、この時代のドイツ、
フランス、ベルギーにおいて、音楽の理論が
生理学や音響学さらには精神医学や心理学
から何を学び、それらとどのような関係を結
んでいたかが、フランソワ-ジョセフ・フェ
ティスやヘルマン・ホルムヘルツらの理論を
詳細に検討しつつ明らかにされた。3 月 7 日
の佐藤恵子の研究発表「ヘッケルー一元論の
想像力」では、日本では部分的にしか知られ
ていないエルンスト・ヘッケルの生物学と思
想上の業績が、19 世紀の学問的伝統と文化と
の関連を交えて詳細に紹介された。引き続い
てヘッケルの同時代のなかでの位置づけに
ついて、および 19 世紀と 20 世紀初頭におけ
る生物学上の発見と文明論の相互影響関係
をめぐって活発な議論を交わした。 
 以上のように 3年間の研究を通して、世紀
転換期ドイツ語圏の文学・芸術の新たな試み
がどのように当時の学問・科学の知見によっ
て触発されたかを、様々な領域において明ら
かにすることができた。また、本プロジェク
トが当初想定していなかったことだが、フラ
ンス語圏に関する同様の研究グループとの
生産的な共同企画、および日独の学問文化の
交流についての研究成果が生まれたことも
大きな収穫だった。 
 
５．主な発表論文等 
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○取得状況（計 ０ 件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 



〔その他〕 
ホームページ等 
http://phiz.c.u-tokyo.ac.jp/~wissen/ 
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